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１．運営方針 

   利用者の「自立支援」の取組みとして二つの取組みを行って参ります。

一つめは利用者個々の能力に応じ、利用者が自ら販売員として販売を行う

取組みを行っていきます。まずは施設内から販売をスタートし、目標とし

て地域へ広げて参ります。 

   二つめとして、地域の小学生の見守り活動や施設内外の清掃活動等を通

じて、自己の地域・社会への貢献を実現し、自立した生活ができるよう取

り組んで参ります。また、地域に向けて診療所機能の提供を始めとする「医

療」「介護」「栄養」「保育」等の専門職の知識やマンパワーを提供し、地域

福祉の向上に貢献していきます。 

 

ステップアップ事業 

  入居者が残存機能を活かせる福祉機器の導入 

   少しでも長い期間残存機能を活かし、利用者自身の望む生活が継続出来

る様に、補助的な役割を担う介護ロボットやＡＩ搭載の福祉機器の発掘・

導入を検討していきます。 

   

達 成 目 標 

   昨年度に引き続き、福祉機器を検討し、年度前半にはある程度の機器の

選定を行ったうえで、次年度導入に向けての予算組みを行うため、今年度

中に試行できるよう進めて参ります。 

 

２．重点項目 

  未来を見据えた新たな養護老人ホーム運営の取組み 

  ①豊中市の指定管理事業者としての役割を自覚し、困難ケースや重度高齢

者の受入れを行うことができるよう、職員一人一人の知識・技術のレベ



ルアップを図ります。また、措置市担当者とのコミュニケーションを密

に図り、安心して措置依頼していただけるよう努めます。 

  ②他市町村については、余力を活用し、緊急要援護高齢者の受入可能な措

置市を増やすことで利用の裾野を広げ、本入居に繋がるよう努めて参り

ます。受入困難な場合は、法人傘下の施設を始め、他施設へ橋渡しする

等、利用者の行先が滞ることのないよう支援して参ります。 

 

  利用者の自立支援の推進 

  ①利用者が施設内で物品の販売ができるようなお店を開店させ、利用者自

ら運営ができる体勢作りを行います。また労働に対する報酬を還元する

ことによるモチベーションのアップや更なるチャレンジに繋げて参りま

す。 

  ②これらの活動を行なうことで身体機能の維持、体力の向上、精神の安定

と生きる活力を養うことで、充実した生活が送れるよう支援します。 

 

  業務の効率化を図るための機器の活用 

  ①入居者の重度化や多様なニーズの中、ブルーオーシャンシステムの活用

による業務の省略化を検討し、実践していきます。また、タブレットや

スマートフォン等の使用による記録の効率化を検討するとともに、法人

内他施設で実施されているインカムの導入を検討して参ります。 

  ②ステップアップ委員会との連携を図り、利用者自らが活用し生活に活か

せる福祉機器を使い、安心、安全、さらには張りのある生活が営めるよ

う支援いたします。 

 

  保育園児自ら睡眠できる力の習得 

乳幼児期の発達段階において、保護者や保育者が入眠を促さなければな 

らない睡眠について、適切な時間や環境下において自らの力で睡眠ができる

よう取り組んで参ります。自立睡眠ができることで自立心も芽生え、より良

い発達に繋げて参ります。 

 

３．地域公益事業 

  一人暮らし高齢者への支援や協力 

   地元福祉関係機関と協力し、一人暮らし高齢者への昼食の提供について

施設の能力や設備を提供します。また、その際に常勤医師による健康相談

や専門職員による介護相談等を実施し、住み慣れた地域で安心して暮らし

続けていけるよう支援して参ります。 



 

  リスクマネジメント機能の強化 

   地震や台風、火災等の災害によって生活に影響を受けた地域の方々に対

して、備蓄食糧の提供はもとより、入浴設備の使用など施設が所有する設

備等の提供を行う等、万が一災害が発生した場合でも地域住民への支援を

積極的に進めて参ります。 

 

  ボランティア等の組織化と支援活動 

   『地域を支える』を根幹に認知症の方及びその家族を支える取組みを認

知症サポーター組織の方々と協力し、人が集える場の提供を行います。そ

の一つの取組みとして、サポーターのやりがいや養成講座後の実践の場と

して認知症カフェの運営を継続し、認知症の方々やその介護者が集える場

を提供して参ります。 

 

４．実施事業一覧 

 豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか（定員 70名） 

 特別養護老人ホーム永寿園とよなか（定員 29名） 

 短期入所生活介護（定員 11名） 

 企業主導型保育えいじゅ・とよなか保育園（定員 12名） 

 永寿園とよなか診療所 

 

５．施設管理 

  建物設備等の管理 

   昨年度より経年劣化による建物・設備に不具合が生じ始めており、早期

発見、対応に努め大規模な修繕に至らないよう改善を図って参ります。ま

た、日常のメンテナンスを意識して行い、故障の要因を取り除きながら少

しでも長期間使用ができるようにしていきます。 

 

  災害時における備え 

   大規模災害に備え、平成 30年度に発生した大阪北部地震を教訓に、災害

時に使用できるランタンあるいは懐中電灯及び乾電池を備えておきます。

また、地域の方々が被災し避難をしてこられることを想定し、その他の災

害備品についても順次整備していきます。 

 

６．労務管理 

   労働基準法の改定による年次有給休暇の取得について、該当職員各々が



計画立てて休暇の取得ができるよう各事業所にて取得状況の管理を行い、

適切に取得することにより労働者のリフレッシュの機会を確保していきま

す。また、養護老人ホームの夜勤業務体制について、昨年度までの 1名体

制を 2名での勤務とし、利用者が夜間も安心して過ごしていただけること

はもとより、夜勤担当職員の肉体的・精神的負担の軽減を図れるよう体制

を整えていきます。 










